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新潟県長岡市の信濃川に渡来するオジロワシの越冬生態
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はじめに

これまで越冬期のオジロワシHtz伽“/"ｓａﾉ"c"/αについては北海道を｢''心に,波来数や越

冬期の分布あるいは分布に関わる要閃などが調査されている（l｣本野鳥の会-'一勝支部1983,

オジロワシ・オオワシ合同調査グループ°1988、白木1996,植111ほか1999)．一方，本州に

渡来するオジロワシについては各地で渡来記録はあるものの（11本烏学会1974)，渡来地や

分布が調査されているところは少ない(遠藤1995，渡辺1997)．その中で新潟県野,脇愛護会

は1980年から17年間にわたって新潟県内のオジロワシの渡来状況を調査した結果，毎年平均

１３佃体が渡来していること，定期的に安定した渡来地が14か所存在すること，成脇の渡米が

多いことなどを明らかにした（渡辺1997)．本州における渡来地や渡来数を把握しておくこ

とは，希少鳥類である本種を保護する基礎的変料として重要であるが，さらに，波来個体に

ついてその個体間関係や行動圏，ねぐら，採食行動などの越冬生態を明らかにすることは本

種の具体的な保謹策をたてるために必要である．しかしこれまで本州に渡来するオジロワシ

の越冬生態についての調布報告はほとんどない（松村1993)．

そこで，新潟県内のオジロワシの調盃結果(渡辺1997）に雑づき，新潟県に渡来するオジ

ロワシの越冬生態を明らかにするため，安定した渡来地の１つである長岡市の傭農川におい

て２羽の成鳥を個体識別し、調査したので報告したい．

調査地

調査地である長岡市の信濃川は日本海に注ぐ河口から大河津分水路を経て約25km内陸に遡

る(図１）．長岡市内の信濃川の流程は市街''1心部を含めて約15kmになるが，川I隔は長生橋付

近で約800ｍである．河川形態としては中流城から下流域への移行帯（井上･本間1977）にあ

たり，長生橋付近を境に流れが緩やかになり，河床や''１州には土砂の堆積が多くなるなど下

流域の景観が強まる．洲盃地の越路橘から下流の蔵王橘までのあいだには長生砿大手大橋，

災岡大橋がかかり，川の東西に広がる市街地を結んで､いる．調査は便宜上これらの橘を基点

に，越路橋～長生橋（5.8km）をＡ区域，長生橋～長岡大橋（2.5km）をＢ区域、憂岡大橋～蔵

王橋（1.7km）をＣ区域の３区域に分けた．Ａ区域は中流域の河川形態を有し，３１又域の巾で
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は雌も川幅が広く，砂礎から成る浅瀬が連続し，平低な''１州が発達する．両岸の河川敷は広

いが左岸は果樹･間，畑地，ノkIllなどが多く，右岸は樹高４～５ｍのタチヤナギ，カワヤナギ‘

オノエヤナギなどが混交するヤナギ林，それにニセアカシア，オニグルミなどからなる河畔

林が発達している．Ｂ区域は市街中心部に位粧し、右岸は河川敷がほとんどないか，狭くな

り，整備された堤防を境に直接堤内地の市街に接する．左岸は広い河川敷が発達するが，ほ

とんどが連動公卿や畑地に利川されている．低水護岸から水際までの不安定帯には広範'1Mに

タチヤナギなどのヤナギ林が優先する河畔林とヨシ原が分布し,それはそのまま下流のＣ区域

に述続している.なおＢ区域では1999～2000年には越冬期をとおして長生橘～大手大橋間で改

修工那が行なわれていた．Ｃ区域は右岸がＢ区域と111様に河川蚊が狭く，市街地が近くなる

が,Ｂ区域の河川敷が整備されて開放的であるのに対して，この区間の右岸には都市河川であ

る柿川が流れ込み，そこをI''心にタチヤナギ，カワヤナギ，オノエヤナギが優先する中州と，

狭いながらも河畔には樹高10ｍ前後のオニグルミやシロヤナギが連続することによって市街地

とは遮蔽された形になっている．つまりこの区間がほかの２区間と大きく異なるのは，左岸

河川敷の広範囲にわたってタチヤナギやシロヤナギに混じって，胸高直径20～30cm，樹禰1０
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ｍ前後のオニグルミから成る河畔林が発達していることである.その河畔林の蔵王橋に近い水

際に，胸高直径40cm，樹高約15ｍのシロヤナギが１本ある（図ｌ）．

なお，Ｂ区域とＣ区域は1997年以降銃猟禁止区域に指定されたため狩猟期間中(11月１５日か

ら翌年２月１５日まで)のカモ類の生息数は最大で3,000羽を越えるが，一般猟野のＡ区域では

ほとんどカモ類はいなかった．

調査方法

調査は1997年の１１月から2000年３月までの３越冬期である．渡来した２羽の成鳥を体の大

きさによって性別を判定し，大きい方を雌，小さい方を雄とした（森岡ほか’995，横山

2000)．さらに，後期２越冬期は初列風切の長さが尾羽よりも雌では長く，雄では短いこと，

上尾筒の先端に残る黒褐色の斑文のでかたが個体によって違うことに注目し，個体識別を行

なった（横山2000)．

各越冬期の調査期間と調査日数は，1997～1998年は１１月23日から３月27日まで37日間，

1998～1999年は11月16日から３月30日まで54日間，1999～2000年は11月１０日から３月30日ま

で100日間である．調査にあたっては各越冬期とも個体ごとに観察，追跡を行ない，行動圏，

つがいの止まり場と止まる位満，採食行動，ねぐらとねぐら入りの行動，渡来時期と渡去時

期などを調査した．

行動圏は３越冬期にわたって信濃川に沿って個体が利用した範囲とし，その行動圏内の利

用状況をみるため，行動圏を３区域に分け，各区域における個体の出現(上空の通過は除く）

時間を時期別に算出し,各区域の出現率(各区域で個体が観察された時間／月別の観察時間×

１００)を求めた．また，行動圏内におけるつがいの止まり場の利用状況を各止まり場の利用時

間で調べた．ねぐらについてはつがいを夕方まで観察し，飛び立ってねぐらに入るのを確認

した後30分間暗くなるまで観察すると共に，早朝にねぐらからの飛び立ちや止まり場への移

動を確認した．このねぐら入りについては1999～2000年の越冬期にＣ区域の観察地点（図１）

で32日間観察した．渡来と渡去の確認については新潟県内の渡来状況調査（渡辺1997）に基

づき，調査地への渡来と渡去の時期を予測し，この時期には毎日朝と昼に観察を行なうと共

に，気象状況や個体の行動についても注意した．

結果および考察

１．つがいの確認

本調査地は1980年以降毎年オジロワシの渡来が確認されている地域である（渡辺1997)．

今回の観察を行なった1997年から2000年に至る３越冬期も２羽の成鳥が観察された．オジロ

ワシはつがいが通年行動を共にすることや，その関係が一生維持されることが知られている

（森1980,白木1999)．今回の観察で，雌雄がそろって観察された時間が観察時間の54.3％

を占めたこと，Ｃ区域の河畔林へのねぐら入りが常に２羽そろって行なわれていること，ねぐ



Novも

(638）

100％

Dec．

(1,945）

①
菌
胃
８
口
何
詞
飼
①
旦
旦
記

80％

60％

４０％

□C-zone

□B-zone

■Ａ､Ｚｏｎｅ

２０％

0％

3４

らに入ってから雄が並んでいる雌の噺の周りの羽繕いをする行動がみられたこと，また２羽

が頻繁に鳴き交わしていること，さらに後述するが，雌雄で食物の授受が観察されているこ

と，そして２羽が鳴きながら空中で足指を絡めるという求愛行動(森1980）を1998年12月２０

日に観察していることなどからこの２羽はつがいであると判断した．また，本調査地に隣接

して別のつがいと思われる成鳥２羽が越冬し，さらに３月下旬に調査地につがいとは別の１

羽が飛来したが，上尾筒の斑文からいずれもつがいとの識別が可能であった．本調査地に渡

来した２羽の個体は少なくとも1998～1999年と1999～2000年の２越冬期は同じつがいである

と考えられた．
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図２．越冬期におけるつがいの各区域への出現頻度

Fig.２．ＲａｔｅｏｆａｐｐｅａｒａｎｃｅｉｎｅａｃｈｚｏｎｅｏｆｔｈepairofWhite-tailedEagles．

２．渡来期

調査を開始した1997年は11月23日に成鳥１羽を確認した．しかしこの年にはまだ個体識別

をしていなかったことから，この成鳥の'性別は不明である．1998年も前年同様１１月23日に雌

１羽を初認した．そして1999年は１１月16日にやはり雌１羽が最初に確認された．新潟県内に

おける初認記録を見ると，１１月に渡来する年が最も多く，調査地よりさらに北に位侭する佐

渡島では11月上旬が多い(渡辺1997)．本調査地における初認時の気象状況は，1998年，１９９９

年とも，北海道，日本海側の東北地方に寒波が入り，さらに寒波が南下して県下が強い冬型

の気圧配置になった日だった．したがって，オジロワシは寒波が南下する時の北西の季節風

を利用しながら飛来する可能性があった．ところで，調査地においては両年とも初認時には

雌のみが確認されている．雄が雌と一緒のところが確認されたのは，1998年は雌の初認から

１９日後の12月１２日，1999年も雌の初認から19日後の12月５日であった．３月につがいが渡去
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図３．冬期のＣ区域におけるつがいの利用場所とその頻度

Fig.３．FrequencyofuseandlocationinC-zoneofthepairofWhite-tailedEaglesduringthe
winterinRperiod．

する時は３年間とも雄，雌が同じ11に一緒にI淵盃地を飛び立っているので，渡来時も一緒に

飛来している可能性が考えられる．たとえば，波来時には雄と雌が離れて行動していること

も考えられることから，観察者が雄を兄逃している可能性もあり，今後さらに調査を続ける

必.要がある．

３．利川環境と採食行動

１）行動圏と各区域における出現率

つがいが越冬期に出現した範囲は，信桜川の流路に沿って上流の越路橋から下流の蔵王砺

までの約１０kmにおよんだ．図ｌの３区域において各区域への出現率を月毎に調べてみた（図

２）．つがいは３区域を一様に使っておらず，各月ともＣ区域を最も多く利用していた．特に

１２，１月の厳冬期にはほとんどの時間をＣ区域で過ごしていた．Ａ区域は川i幅が広く最も広い

而砿を有しているが，ここへの出現率は２)．lから３月期にかけてやや高くなるものの，それ

でも10％前後にすぎなかった．Ｂ区域は今肌の調査ではつがいの利用は観察されなかった．

つがいが多く出現したＣ区域は,河川敷,『|I州を含めて最も河畔林が発達している区域であ

る．越冬期のオジロワシやオオワシ且ﾉｳeAzg/c"ｓの分布を決める要因として，食物の蝋;‘;;『な

水城と共に休息や止まり場となる森林の存在が亜要であるという指摘がある(松村1994，’'－１

木1996，’'1川1999)．したがって本調査地のつがいにとっても，このＣ区域の発達した河畔

林は越冬期のねぐらや避難場所として重要であり，同時に越冬期をとおしてつがいの止ま'）

場として利川された左岸のシロヤナギの商木などもオジロワシにとって亜要な環境要素とな
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っていると考えられる．

２）Ｃ区域内における止まり場の利用状況

つがいが最も高頻度に出現したＣ区域において２羽が日中に止まり場に利用する場所を調べ

たところ，左岸の河畔林と水際にあるシロヤナギの高木(以下指定木という），中州上と中州

に横たわる１本の流木の４か所であることがわかった．そこで各止まり場の利用率を月毎に

調べてみた（図３)．それによると，時期的な変動はあるが指定木を最も多く利用しており，

越冬期をとおして57.4％にあたる時間をここで費やしていた．特に渡来期の１１月（83.5％）

と厳冬期の１２月（76.4％）の利用頻度が高かった．そしてこの指定木を利用した時間のうち

約半数の時間（49.2％）は雌雄で観察された．つがいはこの指定木を休息や採食のための見

張り場やねぐら入り前の止まり場として利用した．次に中州にある流木も止まり場としてよ

く利用されていて，３月の渡去期には指定木よりも利用率は高かった(47.8％)．ここでも雌

雄で止まっているのがよく観察された．次に中州に直接下りているのが多く観察された（7.

9％)．つがいはこの中州を，採食，水浴，羽繕い，水飲みなどの時にしばしば利用した．河

畔林を日中の休息などの止まり場として利用した割合は5.3％である.利用頻度からみると流

木と同様に渡去期にあたる３月に入ってから高くなった（図３)．

利用頻度の高かった指定木や流木では雄と雌の止まる枝や位置が決まっている（指定席と

する）傾向が見られた．この指定木は幹を中心に太い枝が左右に分かれており，その左側の

枝が雄の指定席，右側が雌の指定席であった．左側の雄の枝の方が幾分高い所に位置してい

た．1999年の越冬期にこの指定木を利用した回数は雄61回，雌80回になるが，そのうち雄と

雌が指定席を利用した回数は雄で59回（96.7％)，雌で75回（93.8％）という高いものであっ

た．特に２羽が揃って観察された時にそれぞれの指定席を利用した割合は93.6％であった．

このような指定席の存在は流木に止まっている時にも見られ，いつも右岸側に止まるのは雌，

左岸側に止まるのは雄であった．越冬期において重点的に使われる止まり場が，川面に面し

た所にあることからみて食物の探索に使われていることが考えられるが，同時に雄と雌がそ

れぞれ１日の活動を開始する時，また上流のＡ区域で採食をして帰ってきた時,そしてねぐら

に入る前など，いずれも２羽は揃って指定木を利用していた．したがって指定木は越冬期の

つがいにとって重要な環境要素の一つとして認識する必要があると思われる．

３）ねぐら

1999～2000年の１１月から渡去した３月までのあいだにつがいがねぐらに入るのを確認でき

た回数は32回であったが，そのうち20回(62.5％）はＣ区域の中の河畔林が使われた．多くの

場合雄と雌はＣ区域の中の流木や指定木からすぐ背後の河畔林に入ったが，指定木に２羽で

止まったままそこをねぐらとした例が５回（15.6％）あった．その他ねぐらが特定できなか

った例が７回あったが，そのうち４回はＣ区域につがいの一方の姿がなく（雄の場合が２回，

雌の場合が２回あった）残っていた１羽が東へ向かって飛び去っており，この時にはおそら

く市街地を越えて約７km離れた低山帯にねぐらをとったのではないかと予想されたが確認は

できなかった．
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ねぐらに入る前の雄と雌の止まり場所をみると指定木が最も多く，３２回のうち23回（71.9

％）は指定木からねぐらに入った．ねぐら入りの時間は日没前後であったが，日没後１０～１５

分以内にねぐらに向かうことが多かった．しかし雪や雨の日には日没前にねぐらに入った．

たとえば2000年１月８日の激しい降雪の日には日没50分前にねぐらに入った.Ｃ区域の河畔林

にねぐらをとる場合，必ず雌の方が先に飛び立ち，つづいて雄が後を追った．つがいはまっ

すぐねぐらとなる林の奥に向かう場合と，一端別の木に止まり，羽づくろいなどした後，し

ばらくしてからさらに奥の方に移動する場合があった．しかしねぐらとした止まり木は指定

木以外には確認できなかった．

４）採食行動

雄と雌による採食行動は20例を観察した．食物は魚類（17例)，鳥類（２例)，ほ乳類（１

例）であった（表ｌ）．調査地は越冬期をとおしてカモ類が常に生息していたが，カモ類の生

息数が多かったＣ区域でマガモＡ"(zspOeciん伽wcﾉｋｚの捕食が２回観察された．ほ乳類は渡

来期の1999年１１月１７日におそらく死骸と思われるものを雌が食べていた１回を観察しただけ

であった．魚類が全体の85％を占めたが，この中にはトビ〃"zﾉﾉ４s加壇'”ｓやハシボソガラ

スＣＯ”z4scom"ｅが持っていた魚を横取りした例が３回含まれている.つがいの採食行動は

Ａ区域で９回，Ｃ区域で11回観察され，Ｂ区域では観察されなかった．時期別には１月と２月

に採食行動は多く観察されたが，１月にはＣ区域で多かったのに対して，２月にはＡ区域に集

中した．しかも２月のＡ区域では３日間の観察で７個体の魚が捕食され，観察１日あたり２．３

個体と，ほかの月に比較して２倍になった(表１）．このように２月に入ってそれまであまり

利用しなかったＡ区域で魚類の捕食数が多くなった理由は,Ａ区域で魚が多くなるなど，魚の

分布が変化したか,あるいは川幅が広く，浅瀬が多い開放的なＡ区域はもともと魚類の捕獲が

しやすかったが，この区域が一般猟野だったため，猟期のあいだはオジロワシはここを利用

できず，狩猟期間が終わり，頻繁に利用するようになったのかも知れない．

次に雄と雌の採食行動には，自らが捕食する場合，つがい相手からの授受による場合，ト

ビやハシボソガラスが持っていた獲物を横取りする場合があった（表２)．不明としたのは，

観察した時にはすでに食物を所有していた場合である．まず雄の採食行動は９回観察したが，

そのうち７回（77.8％）は自らの捕食で，雌から受け取っている場合が１回，後の１回は不

表１．越冬期につがいが採食した調査区域別の餌動物の穂類と回数

Table１．Numbersandspeciesofanimalsthatｗｅｒｅｐｒｅｙｅｄｏｎｉｎｅａｃｈｚｏｎｅｂｙｔｈｅｐａｉrof
White-tailedEagIe

０
０
０
０

Ｍｏｎｔｈ

ｚｏｎｅ

Nov． Dec． Jan． FebMar．Total

１１６７ １３

1３1.02.31.0

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ ＢＣＡＢＣＡＢＣＡＢＣ

1.0

Fish

Birds

Mammals

total

１１ ５７

１

１ ２

１

3７

Observationdays l

８
２
１
，

１
１

No./Ｄａｙ 1.0

１ ７ ３ 1６
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表２.越冬期間中に観察された雄と雌の採食行動とその回数（％）

Table２.Frequencies(％)offeedingbehaviorbythemaleandfemaleobservedduringthewinterin8period．

Ｍａｌｅ

Female

自ら 捕食つがい相手からの授受

FromownhuntingReceivingfromｍａｔｅ
7(77.8）

2(18.2）

1(11.1）

4(36.4）

ほかの鳥類から横取り

SteaIingfromotherbirds

Ｏ(0）

3(27.3）

不 明

Unknown

1(11.1）

2(18.2）

合計

Total

9(100）

11(100）

明であった．一方，雌は１１回の採食行動が観察されたうち，自らの捕食は２回（18.2％）に

すぎず，ほかは雄から受け取っている場合が４回（36.4％)，トビ（１回）とカラス（２回）

から横取りした場合が３回(27.3％)，不明が１回観察された．したがって雄と雌がそれぞれ

直接魚を捕僅した回数は，雄の11回（自らの捕食７回と雌に渡した４回）に対して雌は３回

（自らの捕食２回と雄に渡した１回）である．直接獲物を捕獲する回数は明らかに雄の方が

多かった．雌は自らが捕食する回数よりも雄から受け取る回数の方が多かった．越冬期にお

ける雌雄間の食物の授受はオジロワシではこれまで報告がない．この食物の授受が採食活動

が活発に行われるようになった１月下旬から２月に観察されていることや，雄から雌へ渡す

例が多かったこと（表２）などから，渡り，あるいは繁殖期を控えて発現してくるつがい間

の求愛給餌かもしれない．次にトビやカラスから獲物を奪う行動は雌だけに観察された．オ

ジロワシがほかの鳥類から獲物を奪う行動は多く報告されており，松村（1993）の観察では，

採食行動の５例中２例がハヤブサＲｚｋ０Ｐｅ姥流れz婚から獲物を奪うものだった.また,Labzyuk

（1975)はロシア沿海地方でオジロワシがトビとミサゴRzl2“〃αﾉｍｅ“からよく食物を奪

うことを報告している．また，ほかの鳥類からばかりでなく北海道では厳冬期にはオジロワ

シ間での食物の横取りも観察されている（白木1996)．このようなことからオジロワシの採

食行動の中でみられる獲物の略奪は，越冬期における本種の採食方法として重要な位置を占

めていることも考えられる．それが今回の結果のように雄より雌に多い傾向があるのか今後

さらに調査を進めたい．

４．渡去期

調査地からつがいが渡去したのは３越冬期とも３月で,1998年は３月１９日（12時40分),１９９９

年は３月24日（９時～11時50分)，2000年は３月20日（１０時までのあいだ）であった．新潟県

における過去17年間のオジロワシの終認日は３月１３日から４月９日までのあいだにあり，平

均は３月28日である（渡辺1997)．本調査地における終認日は平均３月22日で，今回の調査

結果とほぼ一致していた．３越冬期ともつがいは同じ日に調査地を飛び立っている．1998年

は商気圧に日本列島が覆われ，南東の風（平均風力1.8ｍ）が1次いた日で，Ｃ区域の柿川河口

から２羽で舞い上がり，上空にて滑空から帆期へと変わり，そのまま一緒に北東方向へ消え

た．翌1999年も大陸からの移動‘性高気圧で南東の風（平均風力1.6ｍ）が吹いた日につがいは

揃って渡去をした.2000年は渡去前日の19日は低気圧に向かって暖かい南風(平均風力2.5ｍ）

が流れ込み，気温は平年より７～９度上回った．Ｃ区域の流木に止まっていた雄が，１２時50分

に上流のＢ区域方向に移動し，そのまま上流へ飛び去った．雌はそのままＣ区域に留まったが
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１６時20分に見失った．その後'7時まで観察を行ったが雌雄共に確認できなかった．翌20日は

朝のうちは前日の暖かさが残っていたが，調査を開始した１０時頃から上空の寒気が流れ込ん

できたため，冬型の気圧配置へ移行し，北西の季節風が強くなった．しかしこの時点ではす

でに渡去したらしく雄，雌共に発見できなかった．終認は19日の夕方であるが，雌だけであ

ったことと，この時間帯での渡去は前の２越冬期の状況から見て考え難いことから，翌20日

の10時までに調査地を飛び立ったと考えられる．渡りに要するエネルギーを最小限にするた

めに，追い風を利用する渡り鳥は多く（Ｈａｌｌｃ／α/､1992)，オジロワシも南風を利用して，

北へ渡っているかもしれない．
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要約

1.1997～2000年までの冬期３シーズンに，新潟県災岡市の信濃川に渡来したオジロワシ成鳥２羽を

個体識別し，その越冬生態を調査した．

2．渡米期は３越冬期とも１１月で，それぞれllj123H，１１月23日，１１月１６日であった．個体識別でき

た1998年と1999年の初認時はいずれも雌１羽だけで雄は確認されなかった.雄が雌と一緒に確認さ

れたのは両年とも雌が確認されてから１９日後であった．

３．つがいの行動圏は信濃川に沿った約10kmの範囲におよび,そのうち下流の長岡大橋～蔵王橋間(Ｃ

区域）の河畔林の発達した1.7km区間の出現率が最も高かった．

4．雄と雌のＣ区域における日中の利用場所を観察時間に対する利用時間の割合で調べたところ，河

畔林のシロヤナギの高木（指定木）で最も高〈（57.4％)，次に流木（29.5％)，中州（7.9％)，河

畔林（5.3％）の順であった．

5．雄と雌が指定木に止まる時にはそれぞれ決まった枝を利用する事が多く，その利用率は雄で９６．

７％，雌で93.8％であった．

6．越冬期におけるねぐら入りを32回にわたって観察したうち20回（62.5％）はＣ区域の河畔林を利

用した．このねぐら入りの時は雄と雌が一緒であったが,ねぐらに向かう時には必ず雌の方が先に

飛び立ち，雄がその後を追った．

7．越冬期間中の雄と雌の採食行動は20例観察した．魚類（１７例)，鳥類（２例)，ほ乳類（１例）

で，魚類が85％を占めた．雄と雌の採食行動をみると，自ら捕食する場合（雄77.8％，雌１８．２

％)，つがい相手からの授受（雄11.1％，雌36.4％)，ほかの鳥類から横取り（雄０％，雌27.3％）

があった．

8．調査地からの渡去は３月で，1998年は３月１９日，1999年は３月24日，2000年は３月20日で，いず



4０

れも雌雄が同じ日に揃って渡去をした．
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WinteringecologyofWhite-tailedEaglesattheShinanoRiverinNagaoka，

NiigataPrefecture

MitsukoYokoyamal＆HisashiWatanabe2

１．l-2-l2Senju,Nagaoka,Niigata940-0087,Japan

2.NagaokaMunicipalScienceMuseum,２－lYanagihara-machi，Nagaoka，Niigata940-0072.Japan

1．InordertoclarifythewinteringhabitatofWhite-tailedEaglesfA2/Az“ﾉﾉｨｓα/6肱"〃visiting

Honshudistrict，weidentifiedtwoadultswinteringontheShinanoRiverinNagaokaCity，

NiigataPrefecture，andstudiedtheirwinteringhabitatpreferencesduringthreesuccessive

winters，1997-2000.

2.WeidentifiedthattheywereamaleaｎｄａｆｅｍａｌｅｆｒｏｍｔｈｅｉｒｓｉｚｅｓＴｈｅｐｒｉｍariesofthe

femalewerelongerthanthetailfeathersinproportiontobodysizeandthoseofthemalewere

shorterthanthetailfeathers，Wewerealsoabletoidentifythemindividuallybythediffering

pattemoftheblackish-brownpatchesremainingonthetipsoftheuppertailcoverts、

3.ThefemaIewasobservedtoarrivealoneinNovemberinallthreeyears:Nov､23,Nov,２３ａｎｄ

Ｎｏｖ、１６．Ｔｈｅｍａｌｅａｒｒｉｖｅｄｌ９ｄａｙｓａｆｔｅｒｔｈｅａｒｒｉｖａｌｏｆｔｈｅｆｅｍａｌｅｉｎｌ９９８ａｎｄ1999.

4.ThehomerangeofthepairextendedtoarangeofaboutlOkmfromtheShinanoRiverduring

thewinteringperiodTheactivitywashighestinthｅ1.7kmsectioninagrowthofriverside

forestbetweenOhashiBridgeandZaohashiBridgeinNagaoka（SectionC)．

5.Theyspentmostofthedayinatallwillowtree（"designatedtree''）intheriversideforest（５７．

４％)，butalsoonfloatingtimber（29.5％)，onriversandbars（7.9％）andinothertreesinthe

riversideforest（5.3％)．

6.Therewasastrongtendencyforthemaleandthefemaletoselectaspecificperchingpoint

（"designatedperch''）whentheyalightedonthedesignatedtree・Thedesignatedperchwas

selected96.7％ｏｆｔｉｍｅｓｂｙｔｈｅｍａｌｅａｎｄ９３､8％ｂｙｔｈｅｆｅｍａｌｅｗｈｅｎｔｈｅｙｐｅｒｃｈｅｄｉｎｔｈe

designatedtree

7Roostingbehavioｒｗasobserved32times・TheriversideforestofSectionCwaｓｕｓｅｄ２０ｔｉｍｅｓ

（62.5％)．Themaleandfemalewerealwaystogetherwhileroosting・Ｗｈｅｎｔｈｅｙｃａｍｅｂａｃｋ

ｔｏｔｈｅｒｏｏｓｔ，ｔｈｅｆｅｍａｌｅａｌｗａｙｓｌｅｄｔｈｅｍａｌｅ

８・Huntingbehaviorbythemaleandfemalewasobservedon20occasions・Thepreyconsisted

offish（17)，birds（２）ａｎｄａｍａｍｍａｌ、Theyengagedinthreetypesofhuntingbehavior：

huntingontheirown（Male：77.8％，Female：18.2)，receivingpreyfromthemate（Ｍ：11.1％，

Ｆ:36.4％)，stealingpreyfromotherbirds（Ｍ:0％，Ｆ:27.3％)，ａｎｄunknown（Ｍ：11.1％，Ｆ：
18.2％)．

9.TheydepartedtogetherfromthestudyareainMarch:Mar､19,Mar､２４ａｎｄＭａｒ､２０ｉｎ1998,
1999ａｎｄ2000.

Ｋビリ'１０の血Haliaeetusalbicilla，MZgno“-ｓＡ４Ｓﾙﾉ"α"０'7"e》；ｍ”eノカ２９ﾉkz6伽/
●


